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教科（科目） 情報科学 学年（系） ３年  

 

 
使用教科書 

新しい技術・家庭 技術分野（東京書籍） 

これからの数学３（数研出版）                                                                                  

副 教 材 等  

 

１ 学習目標 

 

 

情報及び情報技術を活用するための知識と技能を習得させ、情報に関する科学的な見方や考え方を養う

とともに、社会の中で情報及び情報技術が果たしている役割や影響を理解させ、社会の情報化の進展に主

体的に対応できる能力と態度を育てる。 

 

 

 

２ 指導の重点 

 

 

情報技術の面から情報社会を考えさせたり、情報社会を進展させるために社会のニーズに対応した情報技

術の開発や改善が必要であることを考えさせたりするなどして、情報社会を支える情報技術の役割や影響を

理解させ、情報と情報技術に関する基礎的な知識と技能の習得を通して問題の発見と解決に効果的に活用す

るための科学的な考え方を習得させる。 

 

 

 

３ 指導計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 単元名 教材 学習活動(指導内容) 時間 備考  

４ 
レポート作成と

引用 
 

レポート作成と引用について学習します。論

文の盗用や論文の公開について、その問題点を

考えます。電子メールの引用や、引用のルール

について学び、情報の正しい使用方法を考えま

す。 

２ 

レポー

ト、引用

について

知る。 

５ 
画像や文章の複

製 
 

画像や文章の複製について学習します。学校

の授業における著作権、著作権保護とディジタ

ルすかしについて学習します。ディジタル万引

きやケータイの待ち受け画面に使用する画像

など、画像の正しい利用方法を考えます。 

３ 

著作権、

キャラク

タについ

て知る。 

６ 
音楽や映画の複

製 
 

音楽や映画の複製について学習します。著作

権法の作られた理由や、ディジタル著作物の保

護について考えます。著作権法の改正に伴う著

作権の正しい利用方法や、著作権者の利益につ

いて学びます。 

３ 

著作権者

の権利に

ついて知

る。 

７ 音楽著作権  

音楽著作権について学習します。音楽著作物

の保護や音楽のダウンロード販売について学

びます。ケータイで音楽を聴く方法や、音楽に

関する著作権料についても学習します。 

３ 

音楽著作

権につい

て知る。 

９ 
契約内容は適切

に 
 

契約内容の適切な運用について学習します。

ソフトウェアの使用許諾契約やインターネッ

トによる認証について学びます。ケータイの料

金プランやアプリの適切な運用方法を考えま

す。 

３ 

パケッ

ト、パケ

ットフリ

ーについ

て知る。 

10 
パスワードを守

る 
 

パスワードについて学習します。ソーシャル

クラッキングやパスワード、パスワードクラッ

キングについて学びます。キーロガーの被害

や、新しい認証方法についても学習します。 

３ 

ユーザＩ

Ｄ、パス

ワードに

ついて知

る。 

11 
データの持ち出

し 
 

データの持ち出しについて学習します。ＵＳ

Ｂメモリの情報セキュリティやハードディス

ク上のファイルの存在について考えます。ケー

３ 

ＵＳＢメ

モリ、個

人情報保



タイのデータの盲点やデータの消去方法につ

いても学びます。 

護につい

て知る。 

12 
コンピュータウ

ィルス 
 

コンピュータウィルスについて学習します。

コンピュータウィルス対策やファイルの偽装

の現状を考えます。ファイルの拡張子の表示や

アイコンの偽装チェック、ケータイのウィルス

などについても学びます。 

３ 

コンピュ

ータウィ

ルス、マ

クロ感染

型ウィル

スについ

て知る。 

 １ スパイウェア  

スパイウェアについて学習します。キーロガ

ーの歴史やスパイウェアの進入について学び

ます。スパイウェアとコンピュータウィルスの

違いや、クッキーについて知り、適切な対処方

法を考えます。 

３ 

スパイウ

ェア、偽

装アンチ

スパイウ

ェアにつ

いて知

る。 

 

 

２ 
ファイル共有ソ

フト 
 

ファイル共有ソフトについて学習します。デー

タを共有する意味やファイル共有ソフトの仕

組みを知るとともに、その利用方法について考

えます。情報が外部に流出する経路を知ること

でその流出を食い止める方法を考えます。 

２ 

ファイル

共有ソフ

ト、Peer 

toPeerに

ついて知

る。 

 

 

３ 暗号化  

暗号化について学習します。暗号化と復号、公

開鍵暗号についてその仕組みを学びます。ケー

タイでの暗号化やＳＳＬ通信などの手段を知

ることでより安全な通信方法を学習します。 

２ 

無線ＬＡ

Ｎ、ＰＯ

Ｓシステ

ムついて

知る。 

 

                                      計 30 時間(48分授業) 

 

４ 課題・提出物等 

 ・授業の内容について記したレポートやノートを定期的に提出、学習状況の点検をします。  

 

５ 評価方法 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 評価基準 

情報及び情報技術を活用す

るための基礎的・基本的な知

識を身につけ、社会における

情報及び情報技術の意義や役

割を理解している。 

情報及び情報技術を活用す

るための基礎的・基本的な技

能を身につけ、情報に関する

科学的な見方や考え方を活か

すとともに情報モラルを踏ま

えて、思考を深め、適切に判

断し表現している。 

情報や情報社会に関心をも

ち、身のまわりの問題を解決

するために、自ら進んで情報

及び情報技術を活用し、社会

の情報化の進展に主体的に対

応しようとしている。 

 

＜評定＞ 

各観点の合計点 

達成率 

Ａ…75％以上 

Ｂ…50％以上 

Ｃ…50％未満 

 

以上の観点を踏まえ、授業への取り組み（授業態度、学習活動への参加状況）、課題への

取り組みなどから総合的に評価します。 
 

 

６ 担当者からの一言 

  日常生活で起こることを学んでいきます。その立場になったらどうなるか考えて取り組んでいこう。  

 

 


